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19
世
紀
後
半
の
フ
ラ

ン
ス
で
は
、
多
く
の
若
い

画
家
た
ち
が
そ
れ
ま
で

の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
表

現
方
法
か
ら
脱
す
べ
く
、

新
た
な
様
式
を
打
ち
立

て
よ
う
と
し
て
い
ま
し

た
。
の
ち
に
第
１
回
印
象

派
展
と
呼
ば
れ
る
こ
と

に
な
る
１
８
７
４
年
の

グ
ル
ー
プ
展
に
端
を
発

し
て
、
モ
ネ
や
ル
ノ
ワ
ー

ル
ら
が
印
象
派
を
称
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

以
降
印
象
主
義
を
乗
り
越
え
る
べ
く
、
ス
ー
ラ
、

シ
ニ
ャ
ッ
ク
が
確
立
し
た
点
描
法
を
用
い
る
新

印
象
主
義
、
精
神
性
を
重
視
し
て
装
飾
的
な
画

面
を
作
り
上
げ
た
ナ
ビ
派
、
強
烈
な
色
彩
を
特

徴
と
す
る
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム
、
ピ
カ
ソ
、
ブ
ラ
ッ

ク
ら
の
キ
ュ
ビ
ス
ム
と
い
っ
た
前
衛
的
な
表
現

を
突
き
詰
め
た
画
家
た
ち
が
台
頭
し
、
そ
の
周

囲
に
は
革
新
と
伝
統
と
の
間
を
行
き
来
し
て
自

分
な
り
の
作
風
を
探
求
し
た
画
家
た
ち
が
集
ま

る
な
ど
、
第
一
次
世
界
大
戦
ま
で
に
か
け
て
、

多
様
な
絵
画
表
現
が
次
々
と
花
開
き
ま
し
た
。

こ
の
活
気
溢
れ
る
時
代
は
ベ
ル
・
エ
ポ
ッ
ク
（
良

き
時
代
）
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
プ
チ
・
パ
レ
美

術
館
で
は
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
近
代
絵
画
が
充
実

し
て
い
ま
す
。

　

同
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
作
り
上
げ
た
創
設

者
の
オ
ス
カ
ー
・
ゲ
ー
ズ
氏
（
１
９
０
５
年-

１
９
９
８
年
）
は
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
に
生
ま
れ
、

10
歳
の
と
き
フ
ラ
ン
ス
、
マ
ル
セ
イ
ユ
へ
移
住
、

第
一
次
世
界
大
戦
後
に
化
学
技
師
の
兄
と
と
も

に
イ
タ
リ
ア
で
ゴ
ム
製
品
の
会
社
を
興
し
、
経

営
と
財
務
を
担
い
ま
し
た
。
戦
時
下
に
お
い
て

工
場
を
フ
ラ
ン
ス
、
リ
ヨ
ン
に
移
し
、
一
時
は

ア
メ
リ
カ
に
避
難
し
な
が
ら
も
事
業
を
拡
大
し

て
い
き
ま
す
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
会
社
を

さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
と
美
術
品
の
収
集
を
始
め

ま
し
た
。
多
忙
な
仕
事
の
合
間
を
縫
っ
て
、
パ

リ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
作
家
の
ア
ト
リ
エ
に
足
を

運
ん
で
は
熱
心
に
情
報
を
集
め
、
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
と
興
味
の
対
象
を
拡
充
し
て
い
き
、
最
終
的

に
は
フ
ラ
ン
ス
近
代
の
美
術
潮
流
を
網
羅
す
る

一
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

彼
の
収
集
方
針
に
は
敏
腕
実
業
家
の
側
面
が

反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
ゲ
ー
ズ
氏
は
評
価
の
定

ま
っ
た
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
の
あ
る
作
家
を
追
う

の
で
は
な
く
、
作
品
そ
の
も
の
の
質
と
価
格
の

つ
り
合
い
を
吟
味
し
な
が
ら
購
入
を
進
め
て
い

ま
し
た
。
豊
か
な
人
脈
の
中
で
身
に
つ
い
た
教

養
と
経
営
の
手
腕
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
、
彼
独

自
の
審
美
眼
を
恃
み
に
選
ば
れ
た
作
品
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
美
術
史
で
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
、
私
た
ち
に
な
じ
み
の
薄
い
画
家

の
も
の
も
多
く
あ
り
ま
す
。
し
か
し
い
ず
れ
の

作
品
も
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
美
術
動
向

の
中
に
身
を
置
い
て
、
次
々
現
れ
る
新
た
な
様

式
を
取
り
入
れ
消
化
し
よ
う
と
す
る
画
家
た
ち

の
生
新
な
意
欲
が
伝
わ
っ
て
く
る
優
品
ば
か
り

で
す
。

　

ゲ
ー
ズ
氏
は
１
９
６
０
年
に
事
業
を
売
却
し

て
、
収
集
活
動
に
専
念
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
、
リ
ヨ
ン
の
他
に
も
居
を
構
え
て
い

た
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
新
古
典
主
義
様
式
の
邸
宅
を

購
入
、
１
９
６
８
年
に
プ
チ
・
パ
レ
美
術
館
を

創
設
し
て
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
一
般
公
開
し
ま
し

た
。
彼
は
「
芸
術
は
国
境
の
な
い
世
界
共
通
の

言
語
」
と
考
え
、収
集
活
動
以
外
に
も
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
を
支
援
す
る
展
覧
会
事
業
な
ど
を
繰
り
返

し
、芸
術
文
化
に
貢
献
し
た
功
績
に
よ
っ
て
数
々

の
章
を
受
勲
し
て
い
ま
す
。
１
９
９
８
年
93
歳

で
こ
の
世
を
去
る
ま
で
、
ゲ
ー
ズ
氏
は
さ
ら
な

る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
充
実
と
、
プ
チ
・
パ
レ
美

術
館
で
の
人
々
と
の
交
流
に
そ
の
熱
情
を
注
ぎ

続
け
ま
し
た
。

　

現
在
同
館
は
休
館
中
で
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
公

開
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
ゲ
ー
ズ
氏
が
掲

げ
た
「
平
和
に
奉
仕
す
る
芸
術
」
と
い
う
理
念

は
引
き
継
が
れ
、
国
内
外
で
の
展
覧
会
に
作
品

の
出
品
協
力
を
続
け
て
い
ま
す
。
今
回
、
ル
ノ

ワ
ー
ル
の
《
詩
人
ア
リ
ス
・
ヴ
ァ
リ
エ
ー
ル
＝

メ
ル
ツ
バ
ッ
ハ
の
肖
像
》
を
は
じ
め
と
す
る
主

要
所
蔵
作
品
が
来
日
す
る
の
は
お
よ
そ
30
年
ぶ

り
の
こ
と
で
す
。
華
や
か
か
つ
力
強
い
65
点
の

油
彩
作
品
か
ら
、
豊
か
な
広
が
り
を
見
せ
た
ベ

ル
・
エ
ポ
ッ
ク
の
空
気
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
田
中
有
沙
子
）

オーギュスト・ルノワール
《詩人アリス・ヴァリエール＝メルツバッハの肖像》
1913 年　油彩・キャンバス 

スイス プチ・パレ美術館

創設者オスカー・ゲーズ氏のコレクションへの情熱
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企画展

開館時間	：	午前 9時 30分～午後 5時（入館は午後 4時 30分まで）
休		館		日	：	毎週月曜日（3月 21日（月・祝）は開館、22日（火）休館）
観		覧		料	：	一般／ 1000（800）円
	 	高校・大学生、65歳以上／ 700（560）円
	 	 ※（　）内は 20名以上の団体料金
	 	 中学生以下、障がい者手帳をお持ちの方は無料
主　　			催	：	郡山市立美術館
後　　			援	：	在日スイス大使館
企	画	協	力	：	株式会社ホワイトインターナショナル

2022 年 2月 11日（金・祝）～ 3月 27日（日）
スイス	プチ・パレ美術館展　ルノワールからエコール・ド・パリへ １ ジョルジュ・ボッティーニ《バーで待つサラ・ベルナールの肖像》

 1907 年　油彩・キャンバス

２ シャルル・アングラン《収穫》

 1887 年　油彩・キャンバス

３ アンリ・マンギャン《室内の裸婦》

 1905 年　油彩・キャンバス

４ テオフィル＝アレクサンドル・スタンラン《猫と一緒の母と子》
 1885 年　油彩・キャンバス 

５ モーリス・ユトリロ《ノートル＝ダム》
 1917 年　油彩・キャンバス

６ ポール＝エリー・ランソン《海辺の風景》
 1895 年　油彩・キャンバス

７ マリア・ブランシャール《静物》
 1917 年　油彩・キャンバス

※画像は全て ASSOCIATION DES AMIS DU PETIT PALAIS, GENEVE

企画展関連イベント
講演会、スライドトーク、映画会を開催予定。
詳細はウェブサイトにて告知いたします。
※新型コロナウイルス感染症の状況により、イベントが中止になる可能性があります。

1

2
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4
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7
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や
な
せ
た
か
し
の
抒
情
世
界

　

国
民
的
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン

の
作
者
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
漫
画

家
や
な
せ
た
か
し
。
だ
が
、
才
能
豊
か
な
や

な
せ
は
、
詩
人
、
絵
本
作
家
、
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
と
し
て
も
幅
広
く
活
躍
し
、
さ
ら

に
気
鋭
の
編
集
者
の
顔
も
持
ち
合
わ
せ
て
い

た
。
１
９
７
３
年
の
創
刊
以
来
、
や
な
せ
が

30
年
間
情
熱
を
傾
け
責
任
編
集
を
貫
い
た
雑

誌
こ
そ
、『
詩
と
メ
ル
ヘ
ン
』（
サ
ン
リ
オ
出

版
）
で
あ
る
。
本
展
で
は
、
絵
本
の
原
画
な

ど
と
共
に
『
詩
と
メ
ル
ヘ
ン
』
と
そ
の
ジ
ュ

ニ
ア
誌
『
い
ち
ご
え
ほ
ん
』（
１
９
７
５–

１
９
８
２
）
の
表
紙
原
画
の
代
表
作
を
展
示

し
て
い
る
。『
詩
と
メ
ル
ヘ
ン
』
は
、
作
り

手
の
プ
ロ
ア
マ
を
問
わ
ず
、
や
な
せ
の
眼
に

か
な
っ
た
詩
や
童
話
（
メ
ル
ヘ
ン
）
と
絵
が

自
在
に
レ
イ
ア
ウ
ト
さ
れ
る
贅
沢
な
文
芸
誌

だ
っ
た
。
発
行
人
の
辻
信
太
郎
は
、
キ
テ
ィ

ち
ゃ
ん
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
知
ら
れ
る
株
式

会
社
サ
ン
リ
オ
の
社
長
で
あ
り
、
や
な
せ
の

詩
集
『
愛
す
る
歌
』（
１
９
６
６
年
刊
）
を
世

に
出
し
た
縁
が
あ
っ
た
。
創
刊
当
初
、
や
な

せ
は
投
稿
詩
や
イ
ラ
ス
ト
の
選
か
ら
作
詩
作

画
、
豆
カ
ッ
ト
に
い
た
る
ま
で
こ
な
し
、
30

年
間
す
べ
て
の
表
紙
絵
を
自
ら
手
が
け
た
。

色
彩
豊
か
な
表
紙
絵
に
は
、
寄
り
添
う
男
女

の
さ
ま
ざ
ま
な
姿
が
、
四
季
折
々
の
風
景
に

そ
っ
と
溶
け
込
む
よ
う
に
描
か
れ
た
。

　

や
な
せ
は
幼
い
頃
、
鈴
木
三
重
吉
が
主
宰

し
た
雑
誌
『
赤
い
鳥
』
に
親
し
ん
だ
。『
赤

い
鳥
』
は
近
代
日
本
の
児
童
文
学
・
児
童
音

楽
の
パ
イ
オ
ニ
ア
的
存
在
で
あ
り
、
抒
情
的

な
挿
絵
の
宝
庫
で
も
あ
る
。『
赤
い
鳥
』
へ

の
傾
向
を
示
し
な
が
ら
も
、
や
な
せ
は
新
し

い
当
世
抒
情
世
界
の
開
拓
を
目
指
し
て
い

た
。
そ
の
軸
と
な
っ
た
の
は
、
幅
広
い
人
々

の
心
の
琴
線
に
響
く
よ
う
な
詩
と
わ
か
り
や

す
く
色
彩
豊
か
な
挿
絵
だ
っ
た
。
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
や
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
事
件
な
ど
が
世
相
に

暗
い
影
を
落
と
し
、
安
易
に
刺
激
を
求
め
る

雑
誌
に
注
目
が
集
ま
る
時
代
に
あ
っ
て
、
や

な
せ
は
人
々
が
忘
れ
か
け
た
叙
情
世
界
を
謳

い
た
か
っ
た
の
だ
と
い
う
。
創
刊
当
時
か
ら

挿
絵
に
彩
筆
を
ふ
る
っ
た
宇
野
亜
喜
良
、
林

静
一
を
は
じ
め
、『
詩
と
メ
ル
ヘ
ン
』か
ら
は
、

葉
祥
明
、
永
田
萌
、
味
戸
ケ
イ
コ
ら
数
多
く

の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
が
輩
出
さ
れ
た
。

「
な
ん
の
た
め
に　

詩
や
童
話
を
愛
す
る　

な
ん
の
た
め
に
絵
を
か
く　
絵
を
見
る　

な
ん
の
た
め
に
「
詩
と
メ
ル
ヘ
ン
」
を
つ
く

る　

な
ん
の
た
め
に
「
詩
と
メ
ル
ヘ
ン
」
を

読
む　

そ
れ
が
な
く
て
も
生
き
て
い
か
れ
る

し
か
し　

乾
い
た
砂
漠
の
時
代
の
な
か
で　

ひ
び
わ
れ
て
い
く
心
に
一
滴
の
抒
情
を
！

と
こ
ろ
で
あ
な
た
は
…
…
…
。」（『
詩
と
メ
ル

ヘ
ン
』
５
月
号　

１
９
７
９
年
「
編
集
前
記
」
よ

り
）『
詩
と
メ
ル
ヘ
ン
』
は
、
２
０
０
３
年
に

休
刊
と
い
う
か
た
ち
で
幕
を
下
ろ
し
た
が
、

今
な
お
多
く
の
フ
ァ
ン
に
愛
さ
れ
続
け
て
い

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
永
山
多
貴
子
）

企画展

開館時間：午前 9時 30分～午後 5時（入館は午後 4時 30分まで）
休		館		日：毎週月曜日
観		覧		料：一般／ 1,000（800）円
　　　　　高校・大学生、65歳以上／ 700（560）円
　　　　　※（　）内は 20名以上の団体料金　　
　　　　				　中学生以下、障がい者手帳をお持ちの方は無料

主　　	催：やなせたかしの世界展実行委員会
　　　　　　（郡山市立美術館、福島中央テレビ、福島民友新聞社）

2021 年 10月 23日（土）～ 12月 26日（日）
東日本大震災10年	やなせたかしの世界	～愛と抒情	アンパンマンを生んだ人～

〈あたらしい年がきた夜明けの国へいってみよう〉
『詩とメルヘン』1977 年 1 月号（個人蔵）

〈虹をのせて荷馬車すぎゆく草の道〉
『詩とメルヘン』1997 年４月号（個人蔵）

『詩とメルヘン』1977 年 5 月号（個人蔵）

『詩とメルヘン』（個人蔵）

郡山市出身の詩人三谷晃一（1922-2005）、同市出身の画家
篠崎三朗（1937- ）による作品が掲載されている。
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報
告

　

第
2
章
で
は
、
郡
山
市
立
美
術
館
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
な
か
か
ら
、
筆
づ
か
い
や
絵
肌
が

特
徴
的
な
作
品
を
展
示
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
技

法
と
素
材
が
か
た
ち
づ
く
る
作
品
の
魅
力
に

迫
り
ま
し
た
。

　

第
3
章
で
は
、
大
石
尚
さ
ん
（
彫
刻
家
）、

中
村
亞
都
子
さ
ん
（
画
家
）、
野
口
和
洋
さ
ん

（
版
画
家
）、
齋
藤
ナ
オ
さ
ん
（
画
家
）
の
作

品
を
展
示
し
ま
し
た
。
4
名
と
も
郡
山
を
拠

点
に
活
躍
す
る
作
家
で
す
。
会
期
中
に
は
作

家
本
人
に
よ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク
も
開

催
し
、
作
品
や
制
作
方
法
に
つ
い
て
詳
し
く

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
郡
山
と
関
係
の
深

い
美
術
を
取
り
上
げ
、
多
彩
な
作
品
と
の
で

あ
い
を
お
楽
し
み
い
た
だ
く
展
覧
会
と
な
り

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

  （
新
田
量
子
）

　

本
展
覧
会
で
は
、
市
内
に
遺
さ
れ
て
い
る

美
術
品
、
選
り
す
ぐ
り
の
郡
山
市
立
美
術
館

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
そ
し
て
現
在
郡
山
で
活
動

す
る
作
家
の
作
品
を
3
部
構
成
で
展
示
し
ま

し
た
。

　

第
1
章
で
ご
紹
介
し
た
の
は
、
郡
山
に

生
ま
れ
、
地
域
の
文
化
発
展
に
大
き
な
刺

激
を
与
え
た
横
田
治
右
衛
門
（
１
８
８
０-

１
９
５
8
）
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。
横
田

は
、
画
家
た
ち
と
交
流
し
な
が
ら
多
く
の
作

品
を
収
集
し
た
だ
け
で
な
く
、
美
術
の
普
及

に
も
尽
力
し
ま
し
た
。
美
術
雑
誌
発
行
に
出

資
し
自
ら
も
執
筆
し
た
ほ
か
、
昭
和
23
年
に

は
郡
山
の
公
会
堂
に
お
い
て
、
須
賀
川
出
身

の
画
家
で
銅
版
画
家
の
亜
欧
堂
田
善
を
紹
介

す
る
展
覧
会
も
開
き
ま
し
た
。

佐
藤
静
司
氏

　

駅
前
や
公
園
、
公
共
施
設
な
ど
で
目
に
す

る
彫
刻
像
―
郡
山
市
内
の
こ
う
し
た
彫
刻
の

あ
る
街
の
風
景
に
功
績
を
残
し
た
彫
刻
家
・

佐
藤
静
司
氏
が
９
月
12
日
１
０
６
歳
で
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。

　

１
９
１
５（
大
正
４
）年
郡
山
駅
前
生
ま
れ
、

県
立
安
積
中
学
校
（
現
在
の
県
立
安
積
高
校
）

在
学
中
に
彫
刻
家
を
志
し
上
京
。
同
郷
の
三

木
宗
策
（
１
８
９
１-

１
９
４
５
）
の
も
と
で

木
彫
を
学
び
、戦
後
は
澤
田
政
廣
（
１
８
９
４

-

１
９
８
８
）
に
師
事
。
１
９
３
６
（
昭
和

11
）
年
第
１
回
改
組
帝
展
に
初
入
選
以
来
、

戦
後
も
日
展
を
中
心
に
活
躍
し
、
審
査
員
、

評
議
員
な
ど
を
歴
任
。
１
９
９
７
（
平
成
９
）

年
勲
四
等
瑞
宝
章
を
受
章
。

　

確
か
な
技
術
に
裏
付
け
さ
れ
た
モ
ダ
ン
な

造
形
で
、
ス
ト
イ
ッ
ク
で
あ
り
な
が
ら
自
由

闊
達
で
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
の
発
表
を
続
け
ま

し
た
。
当
館
で
は
２
０
０
７
年
「
佐
藤
静
司

彫
刻
展
」
を
開
催
。
郡
山
市
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

大
使
を
つ
と
め
る
な
ど
故
郷
へ
の
貢
献
も
大

き
く
、
当
館
は
じ
め
市
内
施
設
に
多
く
の
作

品
を
寄
贈
。
県
内
各
地
に
設
置
さ
れ
た
作
品

は
広
く
県
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

追
悼

企
画
展

「
郡
山
の
美
術
と
で
あ
う
」

会期：2021年 9月 10日（金）〜 10月 10日（日）

アトリエにて（2006 年頃）
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古賀春江
《蝸牛のいる田舎》

表紙の
作品

古賀春江（1895-1933）は、福岡県久留米市出身の画家です。画家を志して17歳で上
京するも、38歳という若さで生涯を閉じたため、古賀が画壇で活躍したのはほんの十
数年でした。本作品には、蝸牛や人、花や木といったモティーフが格子状に構成され
た画面の中に散りばめられ、実景を伴わない空想の風景が描き出されています。同時
代のさまざまな芸術運動を巧みに吸収した古賀らしい作品といえるでしょう。

1928（昭和 3）年　　油彩・キャンバス　　65.2 × 91.0 cm　　当館蔵　

郡山市立美術
館

Koriyama City
 Museum of Ar

t

〒963-0666
　福島県郡山市

安原町字大谷地
130-2

TEL.024－95
6－2200　 F

AX.024－956
－2350

https://www
.city.koriyam

a.lg.jp/bijut
sukan/

敷地内禁煙

発行日／令和 3
年 12 月 14 日

この紙はFSC
®認証紙です。

◦　企画展 「スイス　プチ ・パレ美術館展」

◦　企画展 「東日本大震災10年　やなせたかしの世界　−愛と抒情　アンパンマンを生んだひと−」

◦　報告　企画展 「郡山の美術とであう」

◦　令和２年度収蔵品紹介

◦　Report

◦　Information

古賀春江

《蝸牛のいる田舎
》　1928（昭和３

）年

油彩・キャンバス
当館蔵

　
令
和
２
年
度
も
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ

り
、
新
た
に
作
品
を
収
蔵
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

購
入
作
品
は
、
明
治
か
ら
大
正
、
昭
和

に
か
け
て
活
躍
し
た
洋
画
家
、
川
村
清
雄

（
１
８
５
２-

１
９
３
４
）
の
油
彩
画
１
点
、

郡
山
に
ゆ
か
り
の
あ
る
土
橋
醇
（
１
９
１
０

-

１
９
７
８
）
の
油
彩
画
１
点
、
い
わ
き

市
出
身
の
田
口
安
男
（
１
９
３
０- 
）
の
テ

ン
ペ
ラ
画
１
点
、
イ
ギ
リ
ス
の
水
彩
画
家
、

ジ
ョ
ン
・
セ
ル
・
コ
ッ
ト
マ
ン
（
１
７
８
２

-

１
８
４
２
）
が
原
画
を
描
き
漆
原
木
虫

（
１
８
８
９-

１
９
５
３
）
が
彫
り
と
摺
り

を
手
掛
け
た
木
版
画
１
点
の
計
４
点
で
す
。

　
ま
た
、
川
村
清
雄
の
油
彩
画
１
点
を
木
村

喜
昭
様
か
ら
、
土
橋
醇
の
油
彩
画
４
点
を
土

橋
千
鶴
子
様
か
ら
、
荒
木
寛
畝
（
１
８
３
１

-

１
９
１
５
）
の
掛
軸
１
点
と
渡
辺
晨
畝

（
１
８
６
７-

１
９
３
８
）
の
掛
軸
２
点
を

齋
藤
哲
生
様
か
ら
、佐
藤
潤
四
郎（
１
９
０
７

-

１
９
８
８
）
の
《
ス
ー
パ
ー
ニ
ッ
カ
》
東

京
五
輪
１
９
６
４
モ
デ
ル
５
点
を
ニ
ッ
カ
ウ

ヰ
ス
キ
ー
株
式
会
社
様
か
ら
、
テ
ン
ペ
ラ
画

の
ほ
か
油
彩
や
下
絵
を
含
め
た
６
点
を
田
口

安
男
様
ご
本
人
名
義
で
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
新
た
に
収
蔵
し
た
作
品
は
、
常
設
展
な
ど

で
順
次
展
示
し
て
い
く
予
定
で
す
。

収
蔵
作
品
紹
介

令和２年度

新

川村清雄  《滝》  1919（大正８）年　油彩・キャンバス

ジョン・セル・コットマン（画）、  漆原木虫（刻）
《嵐の後の航海》  1837年　木版・紙

当館では令和 3 年 4 月より美術館所蔵品検索シ

ステムを公開しています。当館が所蔵する作品の

データや一部の作品画像を見ることができます。

ぜひご活用ください！

下記 URL、当館ウェブサイトからもアクセスいた

だけます。

https://koriyama-artmuseum.jp/

常設展示のご案内

2021 年 12 月 26 日（日 ) まで

１　イギリス美術のイギリス性
２　美の明治：
　　工部美術学校と東京美術学校
３　大集合！形が楽しい絵画たち
４　版画で旅する日本／
　　暮らしのなかの工芸

2022 年 2 月 11 日（金・祝 ) から

１　小特集：イギリス - 水彩画への誘い
２　西洋に学んだ画家たち
３　今日の立体アート
４　美しい本の世界／
　　素材とかたち
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参加校
日和田中学校
郡山第四中学校
郡山第六中学校
小原田中学校

市内を 4 つの地域に分けて、週替わりで展示しました。
小学生ならではの個性豊かな作品が並びました。

企画展「「無言館」展
　　　   ~ 遺された絵画からのメッセージ ~」関連　

アーティストトーク①

会期：2021 年 6 月 19 日（土）～ 8 月 29 日（日）

2021年 10月 3日（日）

講師
野口和洋さん（版画家）
齋藤ナオさん（画家）

聞き手：当館学芸員

郡山市内の中学校美術部で制作した作品を展示しました。
自分の絵を額に入れる作業や、壁に絵を掛ける展示体験もおこないました。

講演会
「無言館のこと　−戦没画学生が遺したもの」
2021年 8月 15日（日）
場所：多目的スタジオ
講師
窪島誠一郎さん　（無言館館主）

８月１５日、終戦の日に
無言館館主の窪島誠一郎
さんによる講演会を開催
しました。
無言館の開館にまつわる
エピソードなど貴重なお
話をしていただきました。 本講演会の録画映像は郡山市の

YouTube チャンネルで公開して
おります。

企画展「郡山の美術とであう」関連 会期：2021 年 9 月 10 日（金）～ 10 月 10 日（日）

アーティストトーク②
2021年 10月 10日（日）

場所：多目的スタジオ 場所：多目的スタジオ

講師
大石尚さん（彫刻家）
中村亞都子さん（画家）

聞き手：当館学芸員

企画展「郡山の美術とであう」の出品作家によるトークイベントを開催しました。自身の作品に用いた素材や技法、
具体的な制作方法や主題について、作家ならではの視点から詳しく解説していただきました。

第 19 回　風土記の丘の美術展
～郡山市内の小学生による作品展～
会期：2021 年 7 月 24 日（土）～ 8 月 20 日（金）
場所：美術館ロビー

第 13 回　風土記の空
～郡山市内の中学校美術部による作品展～

会期：2021 年 11 月 2 日（火）～ 11 月 28 日（日）
場所：美術館ロビー

絵を額に入れています

壁に作品を掛けています絵を額に入れています

壁に作品を掛けています



郡山市立美術館
Koriyama City Museum of Art

〒963-0666　福島県郡山市安原町字大谷地 130-2
TEL.024－956－2200　 FAX.024－956－2350
https://www.city.koriyama.lg.jp/bijutsukan/

敷地内禁煙発行日／令和 3 年 12 月 14 日 この紙はFSC®認証紙です。

玉ねぎやじゃがいもなどの野菜とあさりの旨味が凝縮された
クラムチャウダーのスープパスタ。
もちもちのパスタにスープが絡んで食べごたえがあり
小さなお子様にもおすすめ出来る満足感の高い一品です。

【季節限定パスタのご案内】

旬の食材を使ったパスタメニュー・

１２月からは『魚介のクラムチャウダー風スープパスタ』１,２００円 （サラダ・ドリンク付）

メニューや料金、営業時間は予告なく変更となる場合がございます。
あらかじめご了承ください。

新型コロナウイルス感染症対策について

みなさまのご理解とご協力をお願いいたします

◦発熱、呼吸器症状（咳など）のある方は入館をご遠慮
　ください。
◦団体でご来館の際は事前予約をお願いします。
◦混雑する場合は入場制限をすることがあります。

ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解・ ご協力のほど、
よろしくお願い申し上げます。

休館のお知らせ
年末年始及び諸設備点検等のため、下記の期間を
休館とさせていただきます。

２０２１年
１２月２７日（月）

～
２０２２年

２月１０日（木）

応
募
方
法

①～④をご記入のうえ、ハガキ、ファックス、Eメール
のいずれかでお申し込みください。
①参加希望ワークショップ名
②参加希望者氏名（１通につき１名様）
③郵便番号・住所
④電話番号（ファックス番号）

応
募
先

郡山市立美術館「ワークショップ係」宛
ハガキ：〒963-0666 郡山市安原町字大谷地130-2
ファックス：024-956-2350
Eメール：bijutsukan@city.koriyama.lg.jp

※定員を超えた場合は抽選となります。結果はハガキにて
　お知らせします。

ワークショップ参加者募集
線で表現　木口木版画講座
　木を輪切りに切り出した硬質な版木に繊細な線を彫ってい
き、精緻な世界を表現します。木口木版初心者の方を対象と
したワークショップです。

日　時：2022年２月19日㈯、20日㈰、26日㈯、3月5日㈯
　　　　各日 午前10時～午後４時
　　　　※４日間で１つの講座となります
講　師：野口和洋さん（版画家）
対　象：中学生以上
定　員：10名
場　所：郡山市立美術館 創作スタジオ
参加費：材料費として2,500円
応募締切：2022年１月30日㈰必着

はじめての「岩絵具」で描く
　日本の伝統的な絵具を使って、色を重ねたり、スタンプの
ようにかたちを押したり… 岩絵具ならではの魅力を味わいな
がら作品をつくります。

日　時：2022年３月12日㈯、13日㈰
　　　　各日 午前10時～午後４時
　　　　※２日間で１つの講座となります
講　師：中村亞都子さん（画家）
対　象：小学生以上（小学生は保護者同伴）
定　員：15名
場　所：郡山市立美術館 創作スタジオ
参加費：材料費として2,000円
応募締切：2022年２月20日㈰必着


